
 

 

 

 

第４章 幼保小連携の現状と課題 (Ⅲ) 
－ 保護者への働きかけの取組み － 

１．保護者へのアプローチの現状と課題 

（１） 入学説明会の実施 （学校理解の深まり）
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入学説明会は、概ねどの小学校でも実施されている。最近では、説明

会用の資料も充実し、プレゼンテーションなどが駆使され、丁寧な説明

が行われるようになった。新１年生も一緒に参加し、体験入学も同時に

行うところもある。また、幼稚園関係者も約半数の学校の説明会に出席

しているという状況から考えると、積極的な幼保小連携の様子がうかが

える。 
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（幼稚園等関係者の参加）

このような説明会の成果として、ほとんどの学校で保護者の「学校理

解が深まった」という回答があった。 

（２） 子育て講演会など 

入学説明会の折に、子育て講演会を

実施するところが増えた。入学前の親

としての心構えや子育てに関する話、

入学前に身につけておいてほしい基

本的生活習慣に関するテーマが多か

った。 

最近、就寝時間が遅く、朝食を食べてこない子どもたちが増え

る傾向にあるが、これらと学力、健康な体力は相関関係にあると

も言われている。このようなことを踏まえて食生活の大切さを保護者に啓発するために、「朝食クッ

キング教室」を開いて、保護者と一緒に簡単にできる朝食を作る取組みを行った学校もある。入学

前から保護者と一緒になって子育てを考える１つのきっかけとなるすばらしい取組みである。 

講演会・研修会の実施
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 子どもたちがスムーズに小学校生活をスタートさせるために、入学を契機に保護者と一緒になっ

て、子どもたちの基本的な生活習慣の確立をめざす意義は大きい。 

（３） その他の取組み 

① 給食試食会  

 給食試食会を開いて、幼・小間のギャップの１つと言われる給食

を体験してもらうことで学校理解を深めてもらおうという学校が

府内で８３校ある。また、この時に食生活や基本的な生活習慣を身

につける大切さを保護者に話して理解を求めている学校もある。
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保護者の参加の内訳

給食試食会の実施

無; 92% 有; 8%

 

その他、授業や学校行事へ入学前の保護者を招待して学校の様子

を少しでも理解してもらおうという学校も２８７校ある。 
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② 保護者向けパンフレット 

 入学に際して学校紹介のパンフレットを作成する学校や教育委

員会がある。学校紹介や子どもが入学してから安心して過ごせるよ

うな取組みを行っている様子を紹介しているものや、入学までに身

につけておいてほしい基本的な生活習慣を紹介したものなど色々

工夫されている。 

保護者向けのパンフレット

無
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③ 入学前アンケート調査 

 保護者の不安が少しでも解消するように、事前にアンケートを 

とって保護者の思いを把握するようにしている学校が５４校あっ

た。それによると半分近い保護者が子どもの入学に際して何らかの

不安を抱いている。「勉強についていけるだろうか」「友達ができる

だろうか」「いじめられないだろうか」といったものが多い。 

 さらに、この調査を１回だけで終わることなく半年ほど経ってから追跡調査をして、その後の

子どもの様子や保護者の思い

を調べたり、その結果を日頃

の指導に生かしたりしている

学校もある。 

 保護者の不安を軽減するた

め、幼稚園等施設のノウハウ

を生かして子育て支援の一環

として保護者同士のつながりを深めるような取組みを行っているような学校もある。 

また、幼稚園等施設の保護者は子どもの送迎時に先生と毎日話すことができて、施設を身近に

感じているが、子どもが小学校に入学すると小学校に行く機会も少なくなり、それが遠い存在に

なりがちである。制度的にはやむを得ないが、それ故に意識して学校が身近な存在になるような

工夫が必要である。 

保護者向けのｱﾝｹｰﾄ調査
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（豊中市立千成小学校） 

 

私立幼稚園経営者懇談会が平成１６年度に実施した調査のまとめでは、「幼稚園と小学校の間にギャッ

プを感じると答えた親は、７割近くに上っていて」、教育の中身もさることながら「特に、子どもに対す

る先生の言葉遣いやアドバイス、子どもの体調が悪い時の適切な対処、子どもの表情に対する気付きと

いった面で、保護者の多くは小学校の先生に対して厳しい受け止め方をしている」と紹介されている。

（「幼稚園と小学校の連携方策」－私立幼稚園経営者懇談会/吉田正幸 引用）

■保護者が思う幼保小間のギャップ■ 

（４） まとめ 

○ 入学説明会はほとんどの学校で丁寧に実施され、パンフレットや事前アンケートなど、より丁寧

な取組みも見られる。今後より一層学校の説明責任を果たす意味でも保護者への子どもの入学支

援を充実していかなければならない。 

○ 子育てが孤立しやすい社会環境の中で、小学校においても今後ますます保護者の子育て支援に対

する取組みが必要になる。 
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